
　米国医学研究所のガイドラインに則
り、サプリメント、ハーブ、ビタミンなどに
ついて最新で包括的なシステマティック
レビュー手法を駆使して情報を提供。

患者さんからの様々な質問に、短い時間
で満足する回答ができてありがたい。
（開業医）

本書を入院患者に見せて相互作用のあ
る健康食品を納得して止めさせることが
できました。（病院薬剤師）

このデータベースがなければ健康被害
の原因を見逃していた。（総合病院医師）

●書籍版の充実した情報を、強力・多彩な検索機能で、より使いやすく。
●パソコン、タブレットＰＣ、スマホでも。
※インターネット接続環境が必要です。

使用量の目安
使用量の目安や使用法ごとの安全性を記載。

体内での働き
体内での働きや作用機序など。

成分・素材名
一般的な日本語名、英文名、
代表的な別名など。

別名ほか
学名やその他の英文名など。

概要
成分・素材の由来や歴史、
一般的な使われ方など。

概説（ナチュラルスタンダード）
ハーバード・メディカルスクールの
データベースと合併。

有効性
症状ごとに有効性レベルを
６段階で評価。

安全性
使用法ごとの安全性レベルを記載。
副作用や妊娠中、
アレルギー注意事項なども。

医薬品と健康食品の相互作用の例
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ジゴキシン
（心不全治療薬・
ジギタリス製剤）

相互作用のある
医薬品（一般名）

相互作用
レベル

ジギタリス
セント・ジョンズ・ワート
ダイオウ
プロカイン
カオリン
カルシウム
甘草
クリシン
グアーガム

健康食品・サプリメント名

■A3 二つ折りチラシ　裏
　 A3判 天地297mm × 左右420mm420mm

297mm

イラストレータCS6 使用　リンク：フォトショップCS3
フォント：A-OTF ゴシックMB101 Pr6N R/M/DB　

「本書は必須」と反響

医薬品との相互作用
いわゆる「飲み合わせ」のリスク。
発生頻度や重篤度などから、相互作用リスクを
高・中・低の三段階で記載。

ハーブ、健康食品・サプリメントとの相互作用
健康食品やサプリメント同士の飲み合わせの
リスクを記載。

強力、多彩な検索機能
成分名、素材名、安全性、
有効性など、様々な検索が簡単に
素早くできます。


